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論 文 内 容 の 要 旨

ツゾラフジ科 Menispermaceaeハスノ- カズラ Stephania属植物の含有塩基成分については今日ま

で多数の研究報告がある｡ 本属植物のうち StePhaniarotundaLoUREIRO, シマ- スノ- カズラStePha-

niatetrandraS.MooRE, タマサキツゾラフジ Ste♪haniacePharanthaHAYATAについてその含有塩

基を再検索した｡ その結果得られた新塩基 stepharotineならびに cepharamine について研究の結果そ

れらの化学構造を明らかにしたものである｡

(1)StePhaniarotundaLoUREIROのアルカロイ ド

ネパ- ル産 StePhaniarotundaLoUREIROの塩基成分の検索を行なった結果,tetrahydroprotoberbe-

rine型に属する tetrahydropalmatine,proaporphine型に属する Stepharine,aporphine型に属する

tuduranineの3種の構造既知塩基を単離その存在を確認した｡ 他に新塩基 stepharotine を単離し, ま

た Stepharineを dienor】ephenol転位により tuduranjneへ誘導 L tuduranine の絶対配置を再確認

した ｡

(2)Stepharotineの構造

stepharotineはネパール産 StephaniarotundaLoUREIRO から初めて単離された tetrahydropToto-
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berberine型第3級フェノール性塩基である｡ stepharotine の構造は本塩盛の紫外線, 赤外線ならびに

核磁気共鳴スペクトル, およびその 0-methyl化体の構造の検討, 特にその質量分析, 合成, またその

0-phenyletherの液体アンモニアFrl金属ナ トリウムによる開裂反応を検討した結果 (I)式で示され る

ことを証明した｡ また d1-0-methylstepharotineの液体アンモニア申金属ナ トリウムによる開裂反応も

検討 し原料以外に (Ⅱ) 式で示される化合物が得られることを証明した｡

(3) Stepharineおよびその誘導体の質量分析

proaporphine型塩基 Stepharineおよびその誘導体のマススペクトルを測定Lproaporphine型塩基

では分子イオンがベースイオンピークとなり, 他に tetrahydroisoquinoline部の retro-Diels-Alder分

解によるフラグメントイオン, M-1 イオンおよびそれから一酸化炭素の失われたフラグメントイオンを

認めその過程が aporphine型アルカロイ ドのフラグメンテ- ションに類似していることを認めた. また

tetrahydroproaporphine型塩基では M-1 イオンがベースイオンピークとなり他に tetrahydroisoquin-

oline部の retro-Diels-Alder分解によるフラグメントイオンを認めた｡

(4) シマ- スノ- カズラ SteI･haniatetrandraS.MooRE のアルカロイ ド

台湾産シマ- スノ- カズラの塩基成分を検索した結果既にその存在の証明されているtetrandrine以外

に第3級塩基として biscoclaurine型に属する fangchinoline, 水溶性第4級塩基として cyclanoline

の2種の構造既知塩基を単離, その存在を確認した｡

(5) タマサキツゾラフジ Stephania cepharanthaHAYATA のアルカロイ ド

台湾産タマサキツヅラフジのフェノール性塩基部を検索した結果, すでにその存在を証明されている塩

基以外に新塩基 cepharamineを単離した｡

(6) Cepharamineの構造

cepharamineは台湾産タマサキツゾラフジから初めて単離された hasubanan型フェノール性塩基で

ある｡cepharamine構造はその分解産物が deoxodihydoindolinothebainone と antipodeであること

ならびに赤外線, 核磁気共鳴スペクトルを検討した結果 (Ⅱ) 式で示されることを証明した｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文はツゾラフジ科植物のうち数種の StephaIlia属のものについて検討を行ない, 新たに発見され
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た stepharotineおよび cepharamineの化学構造を研究したものである｡

まずネパール産 StephaniarotundaLoUREIROの塩基成分を検索しtetrahydropalmatine,Stepharine

および tuduranineの3種の既知塩基の他に一新塩基 stepharotineを単離し, 種々の分解ならび合成反

応を行ないその構造を明らかにした｡ ついで台湾産シマ- スノ- カズラStePhaninetetrandraS.MooRE

より tetrandrineの他に fangchinolineおよび Cycleanineの存在を確認した｡ また台湾産タマサキツ

ヅラフジ StePhantacePharanthaHAYATA よりすでに知られている cepharanthine, berbamine,

Cycleanine以外に一新塩基 cepharamineを単離し, これについて研究の結果, これが hasubanan 型

に属する塩基であることを明らかにしその構造を証明した｡

さらに proaporphine型塩基 Stepharine ならびにその誘導体のマススペクトル を測 定 して そ の

fragmentationmechanism を明らかにした｡

以上の研究は薬学博士の学位論文として充分価値あるものと認定する｡
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